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東海第二発電所の状況（平成23年10月24日現在）

燃料はすべて使用済燃料プールに
取り出され、水位・温度は安定した
状態

原子炉建屋

使用済燃料プール

燃料取替機

圧力抑制プール

制御棒

原子炉
圧力容器

蒸気乾燥器
気水分離器等

水位、温度ともに

安定した状態

非常用ディーゼル

発電機

（２台待機中）

（１台点検中）

外部からの

電源系統

２７５ｋＶ（点検中）

１５４ｋＶ(受電中)

外部電源は２７５ｋV（点検中）
１５４ｋV（受電中）

非常用ディーゼル発電機は２台が
待機状態（1台点検中）
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地震発生後の東海第二発電所の状況
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東北地方太平洋沖地震

発生！！

原子炉自動停止

非常用ディーゼル発電機にて

安全停止に必要な電力を確保

原子炉隔離時冷却ポンプ及

び高圧炉心スプレイ

ポンプにて原子炉水位を確

保

残留熱除去系による

圧力抑制プールの冷却開始

東北地方太平洋沖地震発生後の状況 その１（直後）

平成２３年３月１１日１４時４６分

復水貯蔵
タンク

外部電源喪失

予備電源系
154 KV

常用電源系275 
KV

主蒸気逃し安全弁
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【東海第二発電所敷地内の津波痕跡高及び痕跡が確認された範囲】

東海第二発電所

海水ポンプ室
+5.4m

+5.0m

+5.3m

+5.1m

+5.2m
+5.2m

+5.4m

+5.1m
+5.1m

+5.2m+5.2m

+5.4m

+5.1m

※数値は全て標高表示
（地殻変動による地盤の沈降は考慮していない）

津波痕跡高測定箇所

痕跡が確認された範囲

敷地境界
（東海発電所の敷地を含む）

東海第二発電所 津波の浸水状況

＊数値はすべて標高表示（地殻変動の影響は考慮していない）
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南　側 北　側

循環水ポンプエリア

非常用海水ポンプエリア

貫通部の封止工事
（H23.3.24工事完了）

側壁（標高+6.1m）
設置完了

海水ポンプエリア概要図と浸水状況

ポンプ ポンプ

電動機電動機

電動機

ポンプ

既設堰【４．９ｍ】

新設堰【６．１ｍ】
（H22.9工事完了）

残留熱除去系海水ポンプ
ＡＣ 津波高さ：約５．４ｍ

北側堰 内の状況

ケーブルピット

注：補機冷却海水系ポンプは省略しているが、 そ

の大きさは、残留熱除去系海水ポンプとほぼ
同等である。

非常用ディーゼル発電機
冷却用海水ポンプ２Ｃ

ケーブルピット

浸入経路

浸入経路
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東北地方太平洋沖地震発生後の状況 その２（津波来襲）

非常用ディーゼル発電機

冷却用海水ポンプ２Ｃ

自動停止

非常用ディーゼル発電機２

Ｃ手動停止

原子炉の冷却（継続）

減圧・減温

津波の影響

浸水

３月１１日１9時２0分

予備電源系
154 KV

常用電源系275 
KV

３月１１日１9時２５分

主蒸気逃し安全弁
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東北地方太平洋沖地震発生後の状況 その３（電源復旧）

３月１５日０時４０分
原子炉水温度：９９．８℃
原子炉圧力 ：大気圧

残留熱除去系Ａ系手動起動

原子炉冷却操作開始

原子炉冷温停止

予備の外部電源154KV復旧※

非常用母線２Ｃ受電

※３月１3日１9時3７分～

３月２２日

海水ポンプ復旧

３月１３日
154 KV復旧

３月１８日
275 KV復旧

主蒸気逃し安全弁



↑圧力・温度安定（約0.075MPa、約116℃）

（温度：99.8℃、大気圧）

12時

3/11
12時

3/14
12時

3/13
12時

3/153/12
0時

3/13
0時

3/14
0時

3/15
0時

3/12
12時

地震発生後のプラントパラメータ
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東北地方太平洋沖地震観測記録

地震観測記録 基準地震動※

南北 東西 鉛直 南北 東西 鉛直

６階 492 481 358 799 789 575
４階 301 361 259 658 672 528
２階 225 306 212 544 546 478
地下２階 214 225 189 393 400 456

【原子炉建屋の最大加速度】 単位：ガル（加速度）

耐震設計上重要な建物・構築物の評価結果
地震計が設置されている原子炉建屋の地震観測記録における最大加速度は、工認
設計波及び基準地震動による最大応答加速度を下回っていることを確認した。

耐震設計上重要な機器・配管系の評価結果
耐震設計上重要な機器・配管系のうち主要設備は、地震観測記録が設計入力を下回っ

ていることを確認した。

※各階の基準地震動：

解放基盤表面[標高（E.L.)-370ｍ］で設定された基準地震動Ss（600ガル）による、建屋の各階の最大応答加速度値。
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既往の津波評価と東北地方太平洋沖地震の津波規模

土木学会(M8.2)茨城県波源(M8.3)

3月11日 14時46分頃
マグニチュード9.0

東海第二
発電所

解析実施者 想定地震
最高水位
（標高）

日本原電

1677年
延宝房総沖地震
（M8.2)

＋4.86m

土木学会※１に基づく津波評価（ポンプ室位置）

※２：「本県沿岸における津波浸水想定区域図等」（平成19年10月、
茨城県）において設定された1677房総沖地震の波源モデル

※３：茨城県が実施した解析に比べ、発電所付近のメッシュサイズ
を細かくし、地形データも自社の測量結果等を使用

東北地方太平洋沖地震で発生した
津波の痕跡高（ポンプ室位置周辺）

地震規模 痕跡高（標高）

M9.0 +5.0m～＋5.4m
（H23.4推定値）

※１：「原子力発電所の津波評価技術」（平成14年2月、土木学会）

解析実施者 想定地震 水位（標高）

茨城県 1677年
延宝房総沖地震
（M8.3）

茨城県沿岸：2～7m

日本原電※３ ポンプ室位置：+5.72m

茨城県波源※２を用いた評価（ポンプ室位置）
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タービン建屋（Ｂクラス）

①高圧・低圧タービン翼
②擦れ痕

原子炉建屋（Ｓクラス）

排気筒

①タービン中間軸受台
②傾き、基礎等損傷

①湿分分離器油圧防振器
②折損・変形 ●地震の影響と考えられる不具合

①機器名
②事象

①起動変圧器及
び所内変圧器

②絶縁油放圧板
動作

地震の影響と考えられる主な不具合
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①排気筒サポート（弾塑性ダンパ）
②変形（想定内）

①ＰＬＲ－Ｂモータ油切り
②擦れ痕

①取水口エリア
②地盤沈下等
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タービン側損傷状況 発電機側損傷状況 対応方針

低圧Ａ
９～１１段全数に摺動傷、変色

１２～１４段全数に摺動傷

９～１１段全数に摺動傷、変色

１２～１４段全数に摺動傷

９～１１段動翼取替、隔板手入れ

１２～１４段動翼、隔板手入れ

低圧Ｂ ９～１１段全数に軽微な摺動傷 ９～１１段全数に軽微な摺動傷 ９～１１段動翼、隔板手入れ

低圧Ｃ 摺動傷なし ９～１１段全数に軽微な摺動傷 ９～１１段動翼、隔板手入れ

高圧 軽微な摺動傷
４段隔板の一部（ノズル翼）脱落＊

軽微な摺動傷

４段静翼製作・設置

手入れ

軸受 中間軸受台基礎部損傷 基礎部等修理

低圧タービンＡ動翼（９段）

低圧タービンＡ～Ｃ及び高圧タービンの開放点検を実施したところ、動翼・隔板の一部に地
震の影響によると思われる摺動傷が確認された。また中間軸受台の基礎部にも損傷が認め
られたため、修理を行なう。

摺動箇所

低圧タービンＡ隔板（９段）

内外輪の摺動傷（全周）

低圧タービンＡ動翼（１３段）

動翼の損傷（全周）

車室

スラスト軸受

高圧タービン

低圧
タービン（Ａ）

軸受

発電機
低圧
タービン（B）

低圧
タービン（Ｃ）

中間軸受台

摺動傷（全周）

発電機側タービン側
9段 10 11 12 13 14 15 16 179段1011121314151617

タービン発電機点検状況（１／２）

＊）地震の影響ではないと推定
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【中間軸受台点検状況】

ソールプレート

中間軸受箱

スラスト軸受高圧タービン軸受高圧タービンロータ

高圧タービン車室

基礎

立面図

【今後の点検方針】
中間軸受箱の移動には高圧タービン車室を吊上げる必要があるため、高圧タービンを吊上げた後、
中間軸受台を取外して基礎部の点検を実施するとともに、必要に応じて修理を行う。

軸受台の低圧タービン側が約5mm持ち
上がっている。（次頁、参照）

軸受箱底部位置ずれ

低圧タービンA側高圧タービン側

中間軸受箱

ボルトの位置

平面図

１０本ある基礎ボルトのうち３本に
緩みが生じていた。 （次頁、参照）

基礎ボルトの緩み

基礎ｸﾞﾗｳﾄ部割れ

基礎ボルト

［高圧タービン側］ ［低圧タービン側］

タービン発電機点検状況（２／２）
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ロッドの折損

湿分分離器（Ｂ）

湿分分離器油圧防振器の折損・変形
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絶縁油漏れ跡

絶縁油漏れ跡

主変圧器、起動用変圧器放圧管からの絶縁油漏れ

起動変圧器２Ｂ

地震に伴い、起動変圧器の液面が変動し
絶縁油が僅かに放出管から排出

起動変圧器２Ａ

起動変圧器全景Ａ
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原子炉再循環ポンプ（B）モータ油切り擦れ痕

油切り

原子炉再循環ポンプ（B）モータ

・原子炉再循環ポンプ（B）モータ上部油切りと主軸に擦れ痕が確認された。

拡大図
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オイルダンパー

弾塑性ダンパー
補強材

主排気筒のサポート（弾塑性ダン
パー）に変形が確認された。

サポートの撤去

オイルダンパー

排気筒サポート（弾塑性ダンパ）の変形（想定内）

弾塑性
ダンパー

筒身

オイルダンパー及び弾塑性ダンパーとは
地震による振動を吸収するためのもの
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検 潮 室

津
波
対

策
仕
切

り
壁

電 気 室

地
盤
改

良
部

取
水
管
A

取
水
管
B

取
水
管
C

津
波
対

策
仕
切

り
壁

①

②

③

④

写真① 液状化（地盤沈下）

写真② 地盤沈下

写真③ 躯体変形（カーテンウォール端部） 写真④ 液状化（地盤沈下） 写真⑤ 地盤沈下

地震・津波の影響（取水口周辺）

顕著な沈下・陥没が
生じている箇所

取水口

東海第二発電所

⑤
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東海第二発電所の安全対策
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事象進展フロー
（緊急安全対策及び更なる安全対策実施後）

地震

津波

海水系機能喪失

原子炉隔離時
冷却系による
注水

原子炉隔離時
冷却系機能
喪失

代替注水遅延
Ｄ／Ｇの機能喪失

全交流電源喪失

冷温停止

冷却・水位維持

原子炉停止

注水

炉心溶融

（８時間）

外部電源
喪失

電源車による
電源供給

減圧

残留熱除去系に
よる冷却

代替注水

制御系：直流電源

制御系：直流電源

駆動源：交流電源

消防車等による注水

ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞによる
がれき除去

高圧電源車
＋

代替海水ポンプ

〔緊急安全対策〕

〔更なる安全対策〕
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緊急安全対策（１／２）：減圧、高圧注水

原子炉格納容器

復水貯蔵
タンク

原子炉隔離時冷却系ポンプ

原
子
炉
圧
力
容
器

⑤

燃料貯蔵プール
冷却系

原
子
炉
建
屋
側

屋
外

消防車

高圧注水

減圧
電源車の接続

(８時間以内)

低圧電源車

中央制御室

△→ ○
×→ ○

直流電源

交流電源 （低圧）

主排気筒へ
の格納容器
ベント

●

●

海

代替注水による燃料
貯蔵プール水位維持

外部電源

海

淡水タンク

がれき除去

淡水タンク
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緊急安全対策（２／２）：代替注水

原子炉格納容器

原
子
炉
圧
力
容
器

⑤

燃料貯蔵プール
冷却系

原
子
炉
建
屋
側

屋
外

低圧電源車

○
○

直流電源

交流電源 （低圧）

●

●

代替注水

代替注水に
よる燃料貯
蔵プール水
位維持

消防車

海

主排気筒へ
の格納容器
ベント

代替注水による
原子炉冷却・水位維持

淡水タンク

中央制御室

外部電源
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交流電源原
子
炉
建
屋
側

更なる安全対策（１／２）：低圧注水

原子炉格納容器

放水口へ

・非常用ディーゼル発電機
・高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

中央制御室

燃料貯蔵プール
冷却系

屋
外

●

主排気筒

●

代替海水
ポンプ配備

移動式高圧
電源車配備

高圧電源車

海

○

○

直流電源

低圧注水

高圧電源車による
残留熱除去系運転

消防車

海

代替注水専用
配管設置

残留熱除去系ポンプ

淡水タンク
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残留熱除去系ポンプ

更なる安全対策（２／２） ：冷却継続

原子炉格納容器

放水口へ

・非常用ディーゼル発電機
・高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

中央制御室

燃料貯蔵プール
冷却系

●

主排気筒

●

代替海水
ポンプ配備

高圧電源車による
残留熱除去系運転

代替海水
ポンプ配備

原子炉冷温停止

高圧電源車

海
海

○
○

直流電源

交流電源

屋外

代替海水ポンプによる
燃料プール循環冷却

低圧電源車

冷却
移動式高圧
電源車配備
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ストレステストについて



27出典：原子力安全・保安院HPより



28出典：原子力安全・保安院HPより



29出典：原子力安全・保安院HPより
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東海第二発電所：今後の対応工程

H23年
５月

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H24年
1月

2月 3月 ４月 5月 6月 7月 8月

定
期
検
査

安
全
対
策

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

低圧タービン，

高圧タービン開放・調査

①低圧タービン修繕 ②中間軸受台修繕、他 タービン回り配管復旧・調整、オイルフラッシング等

②定期検査中実施項目（代替注水専用配管設置、電源車配備、電源盤移設、燃料タンク新設等）

①緊急安全対策、シビアアクシデント時の
アクシデントマネジメント対策

③中長期安全対策（海水ポンプ室防護壁嵩上げ、防潮堤設置、資機材の高台配備、他）

▼
NISA指示文書（７/22) 社内検討

▼
二次評価
結果報告

▼
一次評価
結果報告


